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「慈父母追懐6首」
　良寛は三島郡出雲崎，橘屋山本家の長男として宝暦8年12月に生まれた。母は佐渡相川町に住
む同族で，商人の山本庄兵衛の長女，17歳で出雲崎の山本新左衛門家の養女となった秀子。父は
与板町の新木家から山本家の婿養子となった通称次郎左衛門，のち名を伊織と改めたが，俳人で
　　　　　　　　　　いなんあったので，その号「以南」の名がよく通っている。良寛が生まれたのは母が23歳のときである。
もともと山本家は神職を兼ねた由緒ある家柄で，父母の素質を承け継いだ良寛（幼名は栄蔵）は，
11～2歳の頃より漢学を主とする学問を身につけた。彼が出家した動機や，修業についての詳細
は多くの文献資料に見えるところである。彼は母の死に目にも父の死に目にも，立ち会っていな
いことは注目されるべきであろう。即ち，母は良寛が備中玉島の円通寺で修業中，天明3年4月
29日，49歳で残している。その時良寛は26歳，玉島に赴いて5年目の春であった。良寛は母の承
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諾を得ずに，書き置きを残して故郷を立ち去った形跡があるが，生涯良寛の瞼には母の温容が焼
付けられていたと思われる。従って生母への慕情は良寛をして，切々の追懐歌を詠ましめたこと
は当然と思われる。また父は寛政7年の頃，京都に在って勤皇の志士たちと交わり，皇室の式微
を慨嘆悲憤し，自著「天真録」を抱いて，7月25日桂川に投身，齢60歳をもって相果てた。諸国
行脚中の良寛は悲報を耳にして京都に帰り，七七忌法要の後高野山に参詣して父の冥福を祈って
いる。
　　　　　　　たかぬ　　　紀の国の高野のおくの古寺に　杉のしずくを聞きあかしつつ
の一首はその折りの詠とされている。時に良寛38歳。良寛は父が遺した短冊
　　　　　　　夜の霜身のなる果やつたよりも
と，画仙紙半折の
　　　　　　　　　　　　　　　ね　む　　　　　　　朝霧に一段ひくし合歓の花
を，終生肌身離さず護持したという。その画仙紙半折の余白に
　　　みつくき（そ行）。あともな　だ，。かす（脱）けり　あり。むか。。．とをお　ひて
　　　美都久幾（起）乃安登裳難み多耳閑数（み）気利　安理之無可之能己東遠於も悲天
と添え書きをしている。また父の句の「朝霧」に因んでか
　　　　きり　　　朝霧の中に君ますものならぽ　はるるまにまにうれしからまし
の短歌を詠んでいる。私はこの2首を一つの旋律でうたうように作曲した。いずれにしても，私
はこれらの作曲を通じて，良寛は生みの父親母親に対し，存命中の不孝を心の奥底から詫びてい
る衷情に触れることが出来た。そのことは私たちすべての人間に相共通する，不孝，臓悔，追懐
の真情であると思われる。良寛が与板の松下庵に住んでいた，弟の由之老に宛てた手紙に，「こ
のごろ出雲崎に」　として
　　　たらちねのははがかたみとあさゆふに　佐度のしまべをうち見つるかも　（i）
　　　いにしへにかはらぬものはありそみと　むかひにみゆるさどのしまなり　（ロ）
　　　くさのいほにあしさしのべておやまだの　かはず（づ）のこゑをきかくしよしも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二十二日　　　良　寛
とあるように，㊨「たらちねの母が」の遺詠には，形に影が添う如く，必ずと言ってよいくらい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あめに上記（ロ）「いにしへにかはらぬ」と，別の「天も水もひとつに見ゆる海の上に浮び出でたる佐渡
が島山」の2首が，前後して添えられている。母の生まれ故郷佐渡が島に，ひたむきな慕情を寄
せ，島の影を母の姿と見た心情は私にはよくわかる。而して上記（／）の第4句の「度」は「渡」で
あることは自明であり，「佐渡のしまべ」は別本に「佐渡が島べを」とあるし，現在訓みを採っ
て作曲は「佐渡が島べを」とした。（ロ）「いにしへに」の遺詠は，出雲崎橘屋山本家屋敷跡の，良
寛堂内の碑石に刻まれている。この第5句は「さどのしまなり」とあるが，別本に「佐渡が島な
り」とあるところから，前例ld）と同じく作曲はこれによった。　（昭和56年11月IT日・晩秋好日
稿）
「相聞贈答」　「慈父母追懐」　初演 昭和54年10月13日　於富山県教育文化会館
第28回富山県芸術祭主催行事　洋楽演奏会
